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1.は じめ に

近年、 ドイツやフランスで軽量鉄道1)(LRT:LightRailTransit)が 導入

されるなど公共交通の見直 しによって、「人 と環境 にや さしい交通網」2)の形

成、中心市街地活性化等の事例が多数報告 されている。 日本でも路面電車3)

を活か したまちづ くり4)が一部の研究者、民間団体、自治体等で注 目を浴び

てきた。しかし、一般市民の間ではLRTの 知名度は低 く、路面電車は遅 く、

自動車の邪魔になる不便な乗物というイメージが定着 しているようだ。時代

遅れだが、それゆえ郷愁を感 じるという方も少なくなかろう。まだ日本にお

いて本格的に導入されていないLRTに は、こういったイメージを覆す21世

紀の交通機関としての魅力が存在する。

フランスのス トラスブール5)や グル ノーブル6)、 ドイツのフライブルク7)

やカールスルーエ8)、アメリカの=ポー トラン ド9)などの成功例によってLR

Tを 導入する都市が欧米はもちろん世界各地で増加 している。ところが、日

本では導入例が一一つもなく、路面電車についてはモータリゼーシ ョンの影響

で次々に廃止されていった。都市交通の現状は自動車交通が中心 となり、利

便性は向上したものの、交通渋滞、環境破壊、都市の郊外化による中心市街

地の衰退 を招いた。公共交通について、バスは定時性に欠ける点がある。高

速で輸送力の大 きい地下鉄は大都市圏で必要だが、多くの地方自治体にとっ

ては財政上の負担が大 きい。そのため、都市全体に広がる交通網を形成する

ことがで きない。バスと地下鉄だけでは、需要 を満たし、利便性の高い交通

網を形成することは難 しい。これ らの対策 としてLRTの 導入が検討される

べきで、今後研究を進めてい く必要がある。

そこで本論では、LRTの 概要と都市交通の系譜を示す とともに、LRT

に関する研究とその動向についてまとめた。これにより、さらなる研究が輩

出すれば幸いである。
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写 真1ス トラ ス ブ ール のLRT=LRTは 公 共 交 通 を 中 心 と した都 市 計 画 に基 づ き

設 置 され た軌 道 系 中 容 量 交 通 機 関 で あ る 。 ス トラス ブ ール 都 市 交 通 部 ホ ー ム ペ ー

ジ よ り引 用URL:www.transports-strasbourg.org
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写 真2グ ル ノ ー ブル のLRT:地 面 か ら30cmほ ど の低 床 式 車 両 が 使 用 され 、 ス ロ ー

プ付 きの電 停 か らは 段 差 な しで 乗 り込 む こ とが で き る。 グル ノ ー ブ ル市 ホ ー ム ペ
ー ジ よ り引用URL:www .ville-grenoble.fr
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写 真3フ ラ イ ブル ク のLRT=環 境 へ の 負 荷 が少 な い 交 通 機 関 と してLRTを は じ

め公 共 交 通 が整 備 され て い る。 フ ラ イ ブ ル クVAGホ ー ム ペ ー ジ よ り引 用URL:

www.vag-freiburg.de
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写真4カ ール スルーエのLRT=都 市 巾心 部の路面 区間に郊外電車 が乗 り入れ るた

め、利便性の高い交通体系が構築 されてい る。

カールスルー工市交通局ホー ムペー ジより引用URL:www.karlsruhe.de/KVV/
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写真5ポ ー トラ ン ドのLRT=市 民 も参加 した都市計画 に基づ き、公共交通 が運営

され 、都市開発 も管理の もとで行われて いる。

TRIMETホ ームペ ージより引用URL:www.trimet.org
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図1LRTの 定義

・狭義 のLRT:1973年 アメ リカ運 輸 省 が路面 電 車 の近代 化 を行 うに あた り
、

「streetcar」の古 いイメー ジを払拭す るための用語 で、 これに基づ きアメ リカ及び

カナダで構築 され た交通機 関。

・広義 のLRT:近 代的な路面電車 を基 に
、段 階的な発展が可能 で、 レール を基本

と した交通形態で、地下、地上 、高架 いずれ も自 らの軌道上 を走行 するシステム。

・軌道系 中容量交通機 関:都 市にお いて
、普通鉄道(地 下鉄 も含む)と バ スの 中間

の輸送 力(1時 間 あた り2000人 ～15000人 を輸送す る)を 持 ち、軌道 を軸に走行 す

る交通機関。路面電車 、 ミニ地 下鉄、モ ノレール 、ケーブルカー、AGT(案 内軌

条式)、 リニアモー ターカー、 ガイ ドウェイバ ス、 トロ リーバ ス等 を含む。

・本論にお けるLRT:軌 道系 中容 量交通機 関の うち
、公共交 通優先 の都市計画 に

基 づいて構築 された もの。 したがって、パー ク&ラ イ ドなどのTDM施 策、 トラン

ジ ッ トモール 、バ リアフ リー、運輸共 同体 などが整 備 されてい る。

資料)RACDA(路 面電車 と都市の未来 を考 える会)『 路面電車 とまちづ くり』(1999),

学芸出版社,巻 末 キーワー ドpp6～7等 を元に筆者作成
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皿.LRTの 概 要

皿.1軽 量鉄道(LRT)と 路面電車

皿.1.1LRTの 定義

LRTはLightRailTransitの 略で、本論では公共交通を中心とした都市計

画に基づき設置 された軌道系中容量交通機関10)とする。

LRTは 日本語 としてまだ定着 しておらず、一般の認知度は低い。著者は

論文の題 目を 「日本における軽量鉄道(LRT)導 入の可能性」とし、LR

Tを かっこ内に入れて軽量鉄道を日本語訳 とした。これはひとえにLRTの

認知度 を高め、用語として定着させたいという考えからである。専門用語は

一般に敬遠されがちで、定着するには時間がかかる。ましてやアルファベ ッ

トの略語になると、年配の方や英語の苦手な方は拒否反応が起 こってしまう。

LRTを 利用するのは一般の人々であり、高齢化社会に対応する交通機関と

して年配の方にも理解 してもらう必要がある。そのために日本語訳の方を前

面に出したのである。

では、軽量鉄道があるなら重量鉄道はあるのか、またその基準は何かとい

う疑問が生 じる。もともと日本にはこれ らの言葉は存在 しない。英語でも

heavyrailと いう言葉は一般に使われていないようである。専門家が1ightrail

と対比 した場合のみ、一般の鉄道(英 語ではrailway、米語ではrailroad)を

heavyrailと 呼んでいる。つまり、「軽量鉄道」 と対比 されるのは普通の 「鉄

道」であり、「重量鉄道」ではない。これについては、中埜11)、曽根12)が詳

しく述べている。欧米における両者の区別は車両の重量によりある程度可能

であるが、日本では狭軌を使用 しており山手線に使われる車両などは軽量化

されているため路面電車などと区別 しにくい。重量だけでなく、lightには軽

便、軽快などの意味 も込められている13)。概略すると以上のとおりである。

そこで、本論では軽量鉄道すなわちLRTと 対比する場合は 「普通鉄道」を
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用いる。著者が着 目するLRTと 普通鉄道の区分はその使用目的である。第

一にLRTは 都市内輸送を主要 目的とし、第二に中容量交通機関としての役

割を担 うことである。都市の拡大によって、都市内と郊外、あるいは都市間

の区別がつきにくいものの、これ らは都市圏を形成するため、都市内部 とい

ってもよい。いずれにしてもLRTは 長距離輸送を目的とせず、ローカル線

のように農村部を結ぶものでもない。また、山手線や地下鉄のように通勤客

を大量に輸送することを主 目的とするものは普通鉄道である。LRTは バス

と普通鉄道の中間の輸送力を受け持つ交通機関である。

しかし、この定義では路面電車や新交通 システム14)、モノレール15)などと

区別できない。結論から先にいうと、本論ではこれらの区別 をする必要がな

く、LRTは これ らを含むものである。図1はLRTの 定義を示 したもので

ある。狭義にLRTは ドイツの路面電車改良政策を参考にして、1973年 にア

メリカで考案された交通機関(車 両の他、線路や駅などの関連施設を含めた

総称)の ことをいう。形態は異なるものの、 ヨーロッパで都市交通の うち中

容量輸送を担う軌道系交通機関として新設、あるいは既存の路面電車を改良

して発展すると、これらを含む広義の意味で使われるようになった(経 緯の

詳細については本論第1皿章を参照)。 ただし、公共交通 を中心とした都市計

画に基づいて整備 されたものでなければ中容量輸送を担 う効果がない。何故

なら、自動車交通優先であれば輸送力に応 じた公共交通を整備する必要がな

いからである。1997年 以降、研究者の間で一般的となっているように、これ

らの中容量交通機関を有効利用するための しくみ としてTDM施 策16)が整

備されてはじめてLRTと 呼べるのである。著者もこの立場をとり、LRT

とは公共交通を中心とした都市計画に基づいて設置された軌道系中容量交通

機関であるとした。

皿.1.2LRTの 語源と日本語名称

LRTの 定義を踏まえた上で、さらに詳 しく述べていくことにする。LR

Tは 約25年 の歴史があるが、はっきりとした定義がない上に、次々と新 しい
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要 素 が 追 加 され て きた た め に 名称 も概 念 も固 定 され て い な い 。

佐 藤17)に よれ ば 、LRTの 語 源 は 以下 の とお りで あ る。lightrailと は イギ

リスでtramway(路 面 電 車 ま た は 市 街 電 車)が 発 達 し、都 市 域 か らは ず れ て

建 設 され る際 に、 道 路 上 で は な く道 端 の 専 用 軌 道 を走 行 す る た め 、新 し く呼

称 され た もの で あ る。 一 方 、transitは 一 般 に は通 路 、 輸 送 とい っ た意 味 で 、

ア メ リカ で は地 域 公 共 旅 客 輸 送 の こ と を限 定 的 に意 味 す る こ と もあ る 。 そ し

て 、LRTの 呼 称 は北 ア メ リカ で最 初 に 用 い られ た。 イ ギ リス のtramwayを

ア メ リ カで はstreetcarと 呼 ん で い るが 、 人 々 の 間 で は時 代 遅 れ の乗 物 とい う

イ メー ジが 定 着 して い た。 と こ ろ が 、 ドイ ツ でStrassenbahn(路 面 電 車)を

改 良 して 都 市 交 通 の 中核 と し、 市 街地 の 活性 化 を図 るべ きだ とい う思 想 が広

が った(後 にStadtbahnと して 実現)。 これ を北 ア メ リカ で導 入 す る際 に新 し

い イ メ ー ジ を 植 え付 け るべ く、 排 他 的 走 行 路 を保 証 して高 速 運 転 を実 現 し、

連 結 運 転 に よ る大 容 量 輸 送 が 可 能 なstreetcarを 特 に こ う呼 ん だ。

日本 で は様 々 な 名 称 で 呼 ば れ て い る。 曽根18)は 「軽 鉄 道 」 と称 し、 代 表

例 と して 「路 面 電 車 の 近 代 化 版 」 を挙 げ て い る。 青 木19)は 「軽 電 車 」 を挙

げ 、 注 と して 「軽 快 電 車 」 につ い て も触 れ て い る 。 岡 並 木20)は 「高 性 能 市

電 網 」 と記 述 して い る。 松 本21)は 「新 世 代 市 街 電 車 」 を表 題 に使 用 して い

る。 これ らは主 と して 、 まだ 日本 に お い てLRTの 研 究 が 始 まっ た頃 の もの

で 、 直訳 及 び 新 しい 市電 とい う概 念 か ら名付 け られ て い る。

最 近 の もの に注 目す る と幾 つ か に 分 類 で き る 。 第 一 に は直 訳 に 近 い もの 。

著 者 が 用 い た 「軽 量 鉄 道 」 も これ に属 す る。 川 島 は著 書22)に お い て 、 用 語

説 明 と してLRTはLightRapidTransitの 略 と し、 「軽 便 都 市 鉄 道 」 と掲 載 し

て い る 。 そ の 後 、 同 シ リー ズ の 著 書23)で はLightRailTransitと し、 「軽 快 電

車 鉄 道 」 と改 め て い る。

第 二 に新 しい 交 通 機 関 で あ る こ と を強 調 した も の 。 土 居24)は 「新 型 路 面

電 車 」 を、 浅 井25)は 「高 性 能 路 面 電 車 」 を使 用 して い る 。 吉 見26)は 直 訳 と

して 「軽 鉄 道 交 通 」、 様 々 な呼 び 方 と して 「ハ イテ ク路 面 電 車 」、 「ス ーパ ー
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市電」を例 として挙げ、後者2つ は第ニグループに属する。澤田27)はLR

Tを 「新型の高性能路面電車システム」と説明している。

第三は意訳で、その機能や利点に着 目したもの。長山28)は 「高速路面電

車」 とし、速達性を意識 している。中尾29)は近代化補助の問題 を扱 うとこ

ろで 「超低床路面電車」を使用 しているため、車両の機能性、人にやさしい

乗物であることを強調 したものである。岡将男30)は 「新世代路面電車」で

は本当の意味が伝わ らないため、「LRT=路 面電車十郊外鉄道十TDM」

と定義付けている。

最後のグループは訳語を使わず、服部31)他は 「ライ トレール」、宇都宮32)

他は 「LRT」 とだけ記 している場合である。このようにLRTに は様々な

利点があり、それ故様々な名称が使用 されているが、一般に理解されにくい

ため 日本語として統一 してお く必要がある。

皿.1.3LRTの 種類と路面電車

LRTの 定義について述べたが、言葉だけでは実態をつかむことが難 しい

ため、形態的な特徴 をみていきたい。その前に路面電車について触れておく

必要がある。

これまで詳述せずに 「路面電車」 という言葉 を使用してきたが、日本の法

律上 「路面電車」を規定 しているものは一つ もない。現在、路面電車を含め、

鉄道について規定す る法律は1986年 にJR発 足の際成立 した鉄道事業法 と

1921年 施行の軌道法である33)。「路面電車」はほぼこの軌道法に基づいて運

行されている。軌道法第二条に 「軌道ハ特別ノ事由アル場合ヲ除クノ外之ヲ

道路二敷設スヘシ」とある。よって、原則は道路上 を走 るものが軌道であり、

一般的に 「路面電車」 と呼ばれている。

表1は 日本における鉄道の種類を示 している。軌道や索道34)も鉄道の一

種であり、それとは区別 された大分類の鉄道 も、普通鉄道(JR、 私鉄、地

下鉄、民鉄)35)、鋼索鉄道(ケ ーブルカー)36)、懸垂式鉄道(モ ノレール)37)、

跨座式鉄道(モ ノレール)38)、案内軌条式鉄道(新 交通システム)39)、無軌条
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n⊃
①
⑩

表1日 本における鉄道(軌 道系交通機関)の 種類

種 類 一般的名称 例(*印 は案内軌条式鉄道 として も届出の あるもの)

鉄

道

普通鉄道 ・JR JR JR7社(JR東 日本など)
1

普通鉄道 私鉄、地下鉄 、民 鉄 大手私鉄(東 急 、西武 、名古屋 、京阪 、阪急な ど)、 帝都 高速度交通営 団、京福電 気鉄道(福 井)、

江 ノ島電鉄 、万葉線 、筑 豊電気鉄道 、広島電鉄(宮 島線)、 福井鉄道 、三陸鉄道 など
1

鋼索鉄道 ケ ー ブル カ ー 高尾登山電鉄、立山開発鉄道、六甲摩耶鉄道、屋島登山鉄道、別府国際観光など
1

懸垂式鉄道 モ ノ レ ール 湘南 モノ レール、東京都(上 野 動物園)
1

跨座式鉄道 モ ノ レ ール 東京 モ ノレール、名古屋 鉄道(犬 山遊 園)

案内軌条式鉄道 新交通システム 札幌市交通 局、埼玉新都市 交通、西武 鉄道(山 口線)、 山万(ユ ー カ リが丘)

1

[

無軌条電車
1

トロ リ ーバ ス 関西電力(立山)、立山黒部貫光

浮上式鉄道 リニ ア モ ー タ ー カ ー ドリーム開発(未 開業)、 宮崎(実 験 線)、 山梨(実 験線)、 中部HSST開 発(大 江実験 線)

軌

道

軌道 路面電車 路面電車(表2参 照)、大阪市交通局(地下鉄)、近鉄東大阪線、阪急[未開業]の特許線

懸垂式 モ ノレール モ ノ レー ル 千葉都市 モ ノレール、 スカイ レール(広 島:瀬 野)
1

跨座式 モ ノレール モ ノ レー ル 多摩都市 モ ノレール、大阪高 速鉄道 、北 九州高速鉄道 、沖縄都市 モ ノレール(未 開業)

案内軌条式 新交通システム *ゆ りか もめ、横 浜新都市交 通、桃花 台新交通 、名古屋 ガ イ ドウェ イバ ス、

*大 阪市交通局(ニ ュー トラム)、*大 阪港 トランスポ ー トシステ ム(OTS)、

*神 戸新交通(ポ ー トライナ ー、六甲 ライナー)、*広 島高速 交通(ア ス トラム ライン)

索
道

普通索道 ロ ー プ ウ ェ イ 箱型の車体 を持 つ(箱 根 ロープウェ イ、立 山ロープ ウェイな ど)

特殊索道 リフ ト 甲種:観 光 ・登 山用 リフ ト、乙種:ス キー リフ ト、丙種:棒 をつ かんで滑走す る リフ ト

資料)運 輸省鉄道局監修 『鉄道要覧 平成12年 度版』(2001)、けいてつ協會 『知 られ ざる鉄道』(1997)JTB等 より作成
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写真6ロ ープウ ェイ 太龍寺 ロープ ウェイ2002.8著 者撮影

写真7鉄 道:筑 豊電気鉄道

1998.3筆 者撮影 。
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電 車(ト ロ リーバ ス)40)、浮 上 式 鉄 道(リ ニ ア モ ー ター カ ー)41)に 分類 され て

い る。 軌 道(大 分 類)も 軌 道(小 分 類)42)、 懸 垂 式 モ ノ レ ー ル 、 跨 座 式 モ ノ

レー ル 、案 内軌 条式 に 分 類 され て い る。 東 急 世 田 谷 線 の よ う に専 用 軌 道 上 を

走 る軌 道(大 分 類)や 、 反 対 に 江 ノ島 電 鉄 の よ う に一 部 道 路 上 を走 る鉄 道

(大 分 類)も あ る 。大 阪 市 の 地 下 鉄 や ニ ュ ー トラム な どの 新 交 通 、 モ ノ レー

ル な ど も法 律 上 は軌 道(大 分 類)と な って い る。 両 者 に共 通 す る懸 垂 式 、跨

座 式 、案 内 軌 条 式 は法 律 上 の 違 い だ けで 、 シ ス テ ム上 の違 い は な い 。 事業 者

に よ っ て は 道 路 上 に建 設 した 高 架 部 分 を軌 道(大 分類)、 そ の 他 を鉄 道(大

分 類)と 区 間 ご と に 分 け て 届 出 て い るが 、 明 確 な 区 別 は な い 。 この よ う に 、

現 行 は非 常 に わ か りに くい もの とな っ て い る。

LRTの 分 類 に つ い て 、 曽 根43)は 車 両 に着 目 して 、A.路 面 電 車 型 、B.郊

外電 車 型 、C.地 下 鉄 型 、D.国 電 型 、E.新 交 通 シス テ ム型 の5つ に 分 けて い

る 。 トップ44)に よ る とF.現 代 路 面 電 車 シ ス テ ム(Modernizedtramway

systems)、G.新 路 面 電 車 シ ステ ム(Newtramwaysystems)、H.発 展 的LRT

シ ス テ ム(EvolutionLRTsystems)、1.新LRTシ ス テ ム(NewLRTsystems)、

J.ミ ニ地 下 鉄 型LRT(Mini-metrotypeLRT)、KAGT型LRTシ ス テ ム(AGT

typeLRTsystems)、L.地 域 鉄 道 統 合 型LRTシ ス テ ム(LRT-regionalrail

integratedsystems)、M.路 面 電 車 軌 道 を走 る地 域 鉄 道(Regionalrailon

tramtracks)、N.ゴ ム タ イヤ 式 軌 道 案 内 型 路 面 電 車(Track-guidedrubber-

tyredtram)の9種 類 が あ る と い う。

全 て 中容 量 交 通機 関 で あ る とい う点 は 共 通 す る。FとGはTDM施 策 とい

う点 でLRTと して 不完 全 な た め 、 本 論 で はLRTに 含 め な い 。Hと1は 既

存 か 新 設 か の 違 い で あ るた め 、 区 別 しな い 。MはLRTと 普 通 鉄 道 との 乗 入

れ を指 す が 、 そ の 有 無 は 区 別 せ ず 、LRTが 走 る区 間 だ け に注 目す れ ばLと

同 じで あ る。 従 って 、LRTの 区 分 を整 理 し、 形 態 か ら分 類 を行 うと以 下 の

よ う に な る。 ① 路 面 走 行 型LRT:優 先 走 行 権 の あ る道 路 上 の レール を走 行

す る。 ② 専 用 軌 道 型LRT:道 路 上 に加 え 、専 用 軌 道 上(地 上 、高 架)の レ
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一ルを走行する。③ ミニ地下鉄型LRT:道 路上や専用軌道上に加 え、地下

の レール を走行する。④新交通型LRT:AGT(案 内軌条式軌道)、 モノ

レール、ケーブルカー、 リニアモーターカーなどを含む。⑤バス型:ガ イ ド

ウェイバス45)、トロリーバスなどを含む。

皿.2先 行研究

1978年以来、ヨーロッパやアメリカではLRTが 盛んに導入 されているが、

日本にはLRTは 存在 していない。歴史が浅いこともあり、その研究はあま

り進んでいるとはいえない。これまでLRTの 定義や特徴について述べる際

にもいくつか紹介 しているが、LRTに ついての研究は交通工学や経済学、

経営学が主体となって行われてきた。また、その多くは1997年 以降である。

日本で初めてLRTを 論文の題 目に使用 したのは曽根46)で、交通工学の

立場からその役割や形態について実例 を紹介 した。その後の論文47)でも車

両について詳細に論じている。同じく交通工学 ・都市工学の分野では、欧米

の公共交通について論じた青木英明48)、福井市を事例に高齢化社会と交通問

題について触れた本多49)、社会の中で公共交通の重要性について論じた新田50)

などの研究がある。

経済学では、 ヨーロッパにおけるLRTに 関連 した政策や経営状況を述べ

た佐藤51)の研究がある。同 じく、世界各地の路面電車やLRTを 計量的に

分析 した宇都宮52)、環境問題 との関わりについて論じた吉見53)などの研究が

ある。経営学では自治体の中心地活性化方策との関わりについて述べた土居54)

の研究がある。

これ らは機能性や経済効率を求めることが主体の分野である。交通工学 ・

都市工学では都市交通におけるLRTの 機能や役割、経済学 ・経営学では経

済効果、事業体の経営状況、政策や制度上の問題点について議論 される。し

か し、LRTに ついての問題は環境や福祉、文化といったところにも論点を

置く必要がある。一・方、それらを論点とするのに適 した地理学では、各地の

事例紹介や概要を述べる研究があるに過ぎない。例えば、中容量交通機関の
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必要性 を説き、LRTの 現状を紹介 した青木栄一5)や 、札幌の事例 をもと

に住民意識 と街づ くりの関係か らLRT導 入について述べた隼田 ・武田56)

などである。

皿.3研 究の目的と手法

著者は前述 した先行研究を踏まえ、地域性を考慮 した都市地理学、交通地

理学の立場からLRTの 価値を整理する。そして、都市が抱 える問題 との関

連を明確にすることにより、LRT導 入の可能性について判断材料を提示す

ることを研究の目的とする。

研究の手法 としては、はじめにLRTの 定義と分類 を行い、その価値 を環

境、社会、文化、経済の面から評価する。環境面では地球規模の環境問題か

ら住環境 まで地域規模別に考察する。社会面では公共交通の位置付けと、少

子高齢化社会における移動の利便性や快適性について考察を加える。文化面

では失われつつあるコミュニテ ィの再生を考慮する。経済面ではLRTと ト

ランジットモール57)を利用 して中心市街地 を活性化 させる施策を中心に、

利用者、経営者、国や自治体など視点を変えてその効果を検討する。

次に トランジットモール実験が行われた福井市について、中心市街地活性

化との関わ りを調査する。この中で、LRT導 入のためには住民の理解 と合

意が非常に重要なため、あわせて意識調査を行った。アンケー ト調査の分析

として、クロスチェックを用いて個人属性と各設問間の関係を明らかにした。

また、GISを 用いて都市構造や交通網 との関わりについて考察 した。これ

らに加え、パーソントリップ調査、人口 ・商業などの各種統計 を用いて総合

的な解析を行 う。

最後に福井市以外の事例 として日本国内や海外の事例 を取 り上げ、比較検

討する。住民が中心 となって万葉線が第三セクター化された高岡 ・新湊両市

を例にLRTの 運営主体について考察 を加 える。低床式車両が導入されてい

る熊本市や広島市を例に、LRT導 入のための支援制度について論じる。ま

た、路面電車が駅前広場へ延伸した豊橋市と高知市を例に統合的な交通体系
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の整備について検討する。海外事例 としてアテネ、イスタンブール、ロ,一一マ、

アムステルダムを紹介 し、都市交通体系の違いからLRT導 入における問題

点について検討する。そ して、岡山市を例に、LRTを 街づ くりに活用する

ための活動 を取 り上げる。以上の考察により、住民や都市構造との関係を明

示 して、LRT導 入の可能性についての判断材料を提示する。なお、これら

については著者の修士論文を参考にしていただきたい。

皿 都市交通の系譜

皿.1路 面電車の発展 と衰退

都市交通 システムとしてのLRTは1978年 にカナダのエ ドモン トンで開業

したのが始 まりである58)。自動車交通が主体であった北米において、何故L

RTが 登場 してきたのか、それまでの都市交通の歴史を振返 りながら探 って

いくことにする59)(表2参 照)。

産業革命以降、工場の集積が進み、住宅地と分離 された。これにより、日

常的に自宅(居 住地)か ら仕事場(従 業地)へ の移動(通 勤)が 発生する。

近ければ徒歩による移動で充分だが、移動距離が長 くなるにつれて、自転車

や自動車が必要 となる。移動す る人が増 えてくると個別の交通手段だけでな

く、公共交通機関が必要となるのである。そのため都市交通には大容量輸送、

高速性、頻繁性が求め られ、時代と共にこれが発達 してきた。欧米では古 く

か ら馬車が使用されて きたが、個人的、かつ小容量輸送にとどまっていた。

1825年 にイギ リスで鉄道が開通 し60)、1831年には馬車をレールの上に走 らせ

る馬車鉄道がアメリカのニューヨークで開業すると61)、各都市に広まってい

った。輸送力の向上、公共 目的の輸送であるという点において、馬車鉄道が

都市交通のはじまりといえる。

その後、馬車鉄道は動力を蒸気、電気へ転換することにより、輸送力、速度

を高めていくことになる。世界初の路面電車は1881年 ドイツのベルリンに登
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場 した62)。安定 した電力の供給 という点で欠点があり、蒸気軌道と併用 され

ていた。1887年 にスプレーグによって考案された集電方式が実用化されると63)、

20世紀初頭までに世界各都市で路面電車が都市交通の主役 となった。

日本では古 くから馬車が盛んに使われていたわけではなく、1872年 の鉄道

開通64)、1882年の東京馬車鉄道開業65)の後、スプレーグ式電車が紹介された

のは1890年 であった66)。そのため、馬車鉄道が活躍 した時期は短 く、すぐに

1895年 の京都電気鉄道による初の路面電車開業を迎えたのである。イギ リス

で初の路面電車が開業したのも同じ年であったことを考えるとその急速な発

展ぶりがうかがえる。また、欧米では馬車鉄道が通っていた所を電化する場

合が多いのに対 し、日本では路面電車を開通するために道路を新設、または

拡張する場合が多かった。つまり、路面電車の発達は日本の都市形態に大 き

な影響を与えていった。電車通 りに商店が集まり、一番の繁華街 として賑わ

いを見せた。

軌道 として特許を取得 したものの中には、都市交通を担 う路面電車の他に、

観光地と最寄 りの鉄道駅を結ぶものや、京浜電気鉄道67)や阪神電気鉄道68)

のように都市間を結ぶものなどが含まれている。大都市圏では京都を皮切り

に、1898年 名古屋、1903年 東京 と大阪、1904年 横浜、1910年 福岡 と神戸、

1911年 北九州、1912年 広島、1918年 札幌、1926年 仙台と路面電車の路線網が

都市全体に構築されていった69)。これ らに続 く地方中核都市においても公営、

民営を問わず、整備が進んだ。最盛期の1932年 には67都市で路面電車が走行

し、総延長は1479kmに 達 している70)。観光地や地方都市周辺などでは少な

い需要にもかかわらず路面電車が建設 されたため、路線縮小や廃止に追い込

まれた路線があった。 しかし、都市交通としては1950年 代までは主役の地位

を保っていた。

欧米では自動車の発達に伴い、1920年 代後半にはまずバスに乗客を奪われ

始めた。1930年 代に入ると自家用車が普及して乗客は減少し、道路渋滞に巻

き込 まれるようになると乗客減に拍車がかかった。バスや自動車に対抗すべ
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くPCC車71)が 開発 され、輸送力増強や高速化を図った。 しか し、自動車

通行の邪魔になる時代遅れの乗物 という認識を覆すまでには至らず、1940年

代から路面電車の廃止が相次いだ。ヨーロッパでも ドイツや旧共産圏を除き、

1960年 代の中頃までに観光用や局所的な路線を残 してほとんどが廃止 されて

しまった。

日本では1927年 に東京72)、1933年に大阪73)で地下鉄が開業 したが、台頭 し

てきたバスの影響は受けつつも戦後の不況期を乗 り切った。朝鮮戦争後の景

気上昇に伴い、都市人口の増加 と共に路面電車の乗客 も増加 した。 しかし、

東京や大阪ではその輸送力の限界、自動車交通の増加に伴 う機能低下により、

大量交通機関の整備が急がれた。1955年 には運輸省に都市交通審議i会が設立

され、大都市圏の交通に関する答申が出された74)。その中で、路面電車の代

替交通機関として地下鉄網の整備及び私鉄郊外路線 との相互乗入れが計画 さ

れた。

そんな中、路面電車に対する認識 を悪化させる事件が起 きた。1960年の秋、

大阪で10時 間にも及ぶ交通マ ヒが発生する75)。いつまで待っても路面電車が

やって来ない。やっと乗れても目的地に着かない状態が続き、道路渋滞の原

因は路面電車であるといった噂が広 まっていったのである。その前年に東京

では軌道敷に自動車が進入 してもよいという条例が出され、これが各地にも

浸透 していった。これが路面電車の定時性を損なって乗客離れを招 き、収益

悪化によって廃止への道をたどることになる。地方都市での財政難は深刻で

これより先に廃止されたところもある。そして、1966年 東京都交通事業財政

再建計画が策定され、71年 度までに路面電車を全廃することが決定 した76)。

こうして1969年 に大阪と川崎で全廃 されたのに続き、1971年 に神戸、1972年

に東京 と横浜、1974年 に名古屋、1976年 に仙台、1978年 に京都、1979年 に福

岡で全廃77)され、ほほ現 在 と同 じ状況 となった。このように路面電車が廃

止 されてきた原因として、以下の事項が挙げられる。第一に東京、大阪とい

った大都市圏では、より高速で大容量の輸送力が求められ、これを満たすご
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とができなかったこと。第二にその他の都市では、軌道敷に自動車が進入す

ることにより、渋滞に巻き込まれてその定時性を失ったこと。第三に1両 や

2両 連接の路面電車では運転手1人 あたりの輸送力や営業係数78)ではバス

と差がないこと。第四に ドイツを除 く先進国で路面電車廃止の方策がとられ

たのを参考に、利便性の高い自動車、これに影響を与えない交通機関である

地下鉄やモノレール、新交通に対する優遇制度が確立 されたこと。これらに

より、人口20～100万 人規模の都市においては基幹交通、それ以上の大都市

では補完交通 として有効であるという路面電車本来の機能性が見直 されない

まま各都市から消えていったのである。

皿.2自 動車交通の限界

自動車の発達(モ ータリゼーション)に より、都市は発展した。軌道系交

通機関はあらかじめレールなどが敷設されている場所しか走れないが、自動

車はある程度整備された道路があれば移動できるという機動性の点で優れて

いる。また、頻繁性という尺度から見れば、公共交通機関があらか じめ決め

られた時刻にしか運行されないのに対 し、個人的な目的でいつでも移動する

ことができる。1960年 以降日本の高度経済成長は自動車社会の成立で もあっ

た。

欧米では日本より早 く自動車中心の都市へと変貌を遂げた。自動車の利用

が増大する中、道路網が整備 され続け、都市は肥大化 した。中心部では渋滞

や違法駐車などにより、交通機能が低下 している。その結果スラム街79)が

形成 され、住宅地は郊外へ と無秩序に広 がるスプロール現象80)が生 じた。

増大する交通量に対処す るべ くバイパスが建設 されると、さらなる交通量の

増加を生み道路建設が追いつかない。

住民の生活をみると、通過交通が広い道路から抜け道として路地に入 り込み、

生活空間が危険にさらされている。そのため、徒歩での移動が困難となり、

公共性低下に伴 うコミュニティの喪失が深刻化しているのである。また、高

齢者の運転は交通事故にもつながる。住民は排気ガス、振動、騒音などに悩
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まされ、環境の悪さから郊外へと移 り住み、益々自動車なしの生活ができな

くなる。買物にして も郊外型店舗が主流 となり、中心商店街は衰退 していく。

中心部はその都市の象徴ともいえ、これを失 うことにより自分が住む都市に

対する郷土愛が薄れて しまうおそれがある。

そればかりか、ガソリン消費によるエネルギー枯渇、排気ガスによる地球

温暖化、オゾンホール81)等、地球規模の問題にまで発展 しているのである。

このままの状態で自動車社会が続けば、取 り返しのつかないところまで来て

いる。

皿.3LRTの 動向

モータリゼーションへの対応として、各国の路面電車に関する政策は大 き

く2つ に分かれた。まず、 ドイツをはじめオース トリア、オランダ、スイス

などでは、自動車に対抗する手段 として路面電車を改善することにしたので

ある。つ まり、自動車が軌道敷に進入することを防ぎ、渋滞に巻き込まれな

いようにする。そして、連結運転を行うことにより輸送力の増加 を図った。

その結果、路面電車は中容量交通機関としての地位を確立 したのである82)。

都市の構造は中心市街地と周辺の住宅地とに分化するが、歩行者を中心 とし

た都市が形成され、集約的となっている。

一方、アメ リカをはじめイギ リス、フランスなどでは、路面電車が自動車

交通を阻害するものとして廃止 していった。すると自動車社会が進展 し、前

節で触れたような問題が起こったのである。1970年 代に入ると、アメ リカで

この問題に対処すべ く研究が進められ、 ドイツなどの路面電車 を改善 した例

を参考に、公共交通優先へと方針を転換することになった。アメリカでは路

面電車のことをス トリー トカーと呼んでいた。 しかし、これを廃止 してきた

経緯があるため、再びス トリー トカーを復活させて公共交通優先の都市計画

を打ち出しても、遅い、古臭い、車の邪魔になるといったイメージが定着 し

ていた。そのため、なかなか住民の理解が得 られなかったのである。そこで、

新 しいコンセプ トを前面に出すためLRTと いう新語を用いて導入計画を進
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めた。

アメリカで研究が進められたLRTは 、最初にカナダのエ ドモン トンで

1978年 に開業 した83)。次いで1981年 にアメリカ ・カリフォルニア州のサンデ

ィエゴとカナダのカルガリーにも開業 した。カルガリーでは トランジットモ

ールを採用 し、中心市街地の活性化が図 られたのである。これ らの成功を受

け、ヨーロッパ各地にも広まっていった。アメリカでは高速運転 と輸送力増

加に主眼がおかれたのに対 し、ヨーロッパでは利便性の向上に主眼がおかれ

たLRTが 発達 していった。1987年 に開業 したフランスのグルノーブルでは

低床式車両 を導入 し、障害者や高齢者が乗 りやすいバ リアフリー84)の考 え

方を取 り入れている85)。同じくフランスのス トラスブールでは1994年 に開業

し、歩行者優先の街づ くりを計画 し、パーク&ラ イ ド86)などのTDM施 策

と協調 した交通体系を整備 した87)。1997年にはCOP3京 都88)が開催 され、地

球温暖化防止のため温室効果ガスの削減が採択された。 ドイツの環境都市フ

ライブルクでは環境にやさしい交通機関としてLRTを 整備 している89)。

日本でも1960年 代に自動車交通の発達により路面電車が衰退 し、アメリカに

習い各都市の路面電車を廃止 していった。現在、廃止の危機を乗 り越え19の

事業者が運行を続けている。1960年 代と変わらない旧式のものから、車内や

設備を新 しくしたものまで様々だが、残念ながらTDM施 策 と結びついたL

RTは 現在のところ導入されていない。ただし、1997年 に熊本市ではじめて

低床式路面電車が投入された。熊本市に続き1999年 に広島市でも投入 された。

非常に便利な車両なのだが、電停go)の幅が狭い、段差がある、歩道橋 を渡

る必要がある、運賃収受のために車両内を移動しようとしても車いす分の幅

がないなど問題点は多い。しか し、日本でもLRT導 入への道のりが着々と

進んでいるといえる。

最後になったが、本論文の作成にあたりアンケー ト調査や資料提供に協力

していただいた方々、指導教官である坂本英夫教授、奈良LRT委 員会の顧

問になっていただいた實清隆教授に御礼を申し上げる。
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表2都 市交通年表(LRT及 び路面電車関連)

西暦 月日 国 都市 事項

1825 927 イギ リス ス トック トン～

ダ ー リ ン トン

鉄道開業(蒸 気機関車)

1829 イギ リス 近代的な乗合馬車開業

1830 915 イギ リス リバ プ ール ～

マ ン チ ェ ス タ ー

鉄道開業(蒸 気機関車)

1831 アメ リカ ニ ユ ー ヨー ク 馬車鉄道開業

1840

年頃

アメ リカ 小型の蒸気機関で牽引

1850

年頃

アメ リカ ケ ー ブ ル カ ー

1856 イギ リス ロ ン ドン 乗合馬車巨大企業に統合

1864 オランダ デ ンハ ー グ ～

シ ュ ベ ンニ ンゲ ン

馬車軌道開業

1865 ドイ ツ ベル リン 馬車軌道開業

1868 ベル ギー ブ リュ ッセ ル 馬車軌道開業

1868 日本 明治維新

1869 イギ リス リバ プール イギ リス初のTramway開 業

1870 イギ リス TramwayActs制 定 ←一定期間の経営権を与える)

1872 405 日本 鉄道略則公布

1872 1015 日本 新橋～横浜 日本初の鉄道開業
..

ドイ ツ ベル リン 世界初の電気で動く路面電車開業
..

625 日本 東京 東京馬車鉄道開業(新 橋～日本橋)
..

728 日本 上野～熊谷 日本鉄道開業
..

ア メ リカ シカゴ 試験的に電気動力導入
..

1229 日本 難波～大和川 阪堺鉄道(現 南海電気鉄道)開 業
.. 518 日本 私設鉄道条例公布
.. アメ リカ スプ レー グ式 の集電 方法考案(架 空線か ら屋根

上の ポールで集電 する)
... 1028 日本 松山 伊 予鉄道松 山外側 ～三津 間開業(軌 間762mm)
...

ア メ リカ リ ッチ モ ン ド スプレーグ式電車実用化

1889 211 日本 大日本帝国憲法発布

:・1 825 日本 軌道条例公布

:・1 日本 東京 第三回内国勧業博覧会でスプレーグ式電車運転

(上野公園)

1892 621 日本 鉄道敷設法公布

1894 日清戦争

1895 201 日本 京都 京都電気鉄道塩小路東洞院～伏見町下油掛間開

業

1895 710 日本 小田原 豆湘人車鉄道小田原～吉浜間開業

1895 822 日本 松山 道後鉄道開業(1900年 南予鉄道と共に伊予鉄道
に統合)

1895 イギ リス ブ リス トル イギ リス初のTramwayを 電車化

1895 日清 講和 ・三国干渉

1896 1031 日本 小田原 小田原電気軌道開業

:・ ・ イギ リス LightRailwayActを 制 定
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西暦 月日 国 都市 事項

1897 1212 日本 函館 亀函馬車鉄道開業

1898 506 日本 名古屋 名古屋電気鉄道(後 の名古屋市電)開 業

1899 121 日本 川崎 大師電気鉄道(現 京浜急行電鉄大師線)

1899 510 日本 大 分～別府 豊州電気鉄道開業

1899 オ ランダ ハ ー レ ム ～ ツ ァン

ドヴ ォー ル ト

電気軌道導入

1900 316 日本 私設鉄道法、鉄道営業法公布

1900 920 日本 大阪 大阪馬車鉄道開業(後 の阪堺上町線)

1901

年頃

ベルギー 電気軌道導入

1903 822 日本 東京 東京電車鉄道(後 に電鉄に改称)新橋～品川間開

業(馬 車鉄道から動力変更)

1903 912 日本 大阪 大阪市営電気軌道線花園橋～築港埋立地間開業

1903 916 日本 東京市街鉄道開業

1904 502 日本 高知 土佐電気鉄道開業(1906年 土佐電気を吸収合併、

1922十佐水力電気と合併 し土佐電気に変更)

1904 715 日本 横浜 横浜電気鉄道開業

1904 1208 日本 東京 東京電気鉄道外濠線開業

1904 日本 京浜電気鉄道(大 師電気鉄道を改称)が 軌道法
により品川～川崎間開業

1904 日露戦争(講 和)

1905 412 日本 阪神電気鉄道が軌道法により梅田～神戸間開業

1906 331 日本 鉄道国有法

1906 日本 東京 東京鉄道(東 京電鉄、東京市街鉄道、東京電気

鉄道の3社 が合併)設 立

1907 306 日本 東京 玉川電気鉄道 開業(現 東京急 行電鉄世 田谷線 は

1925年開業、1938年東京横浜電鉄(当 時)と 合併)

1907 319 日本 大阪 大阪馬車鉄道が大阪電車鉄道 と改称(同 年10.29

には浪速電車 軌道に変更 、1909年 南海鉄 道に統

合、現阪堺電気軌道上町線)

190? 1001 日本 17私鉄の国有化完了

1909 日本 札幌 札幌石材馬車鉄道

1910 309 日本 福岡 福博電気軌道開業

1910 310 日本 箕面有馬電気軌道(現 阪急電鉄)開 業

1910 325 日本 京都 嵐山電気 軌道(現 京福電 気鉄道)開 業(1918年

京都電燈 に統合、1942年 鉄道部門 が京福電気鉄

道 と して発足)

1910 405 日本 神戸 神戸電気鉄道(後 の神戸市電)開 業

1910 415 日本 京阪電気鉄道開業

1910 421 日本 軽便鉄道法公布

1910 1001 日本 南海鉄道上町線電化開業(現 阪堺電気軌道上町

線)

1911 211 日本 岐阜 美濃電気軌道(現 名古屋鉄道岐阜市内線)開 業

(1929年名古屋鉄道と合併)

1911 605 日本 北九州 九州電気軌道(西 鉄北九州線 、黒崎駅前 ～折尾

間の開業 は1914年)
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西暦 月 日 国 都市 事項
1911 801 日本 東京 東京市が東京鉄道を買収

1911 808 日本 松山 伊予鉄道市内線電化開業(1916年 伊予水力電気

と合併 して伊予鉄道電気に変更)

1911 822 日本 東京 王子電気軌道(現 東京都電荒川線)開 業(1942

年東京市に統合)

1911 901 日本 松山 松山電気軌道開業(1921年 伊予鉄道電気と合併)

1911 1201 日本 阪堺電気軌道(現 阪堺線)開 業

1911 日本 福岡 博多電気軌道開業

1912 505 日本 岡山 岡山電気軌道開業

1912 815 日本 京津電気軌道(現 京阪京津線)開 業(1925年 京

阪に統合)

1912 1123 日本 広島 広島電気軌道(現 広島電鉄)開 業(1917年 広島

瓦斯と合併 して広島瓦斯電軌に変更、1942年鉄

軌道部門を分離して広島電鉄設立)

1912 1201 日本 鹿児島 鹿児島電気軌道(現 鹿児島市交)開 業(1928年

鹿児島市に譲渡)

1912 日本 京都 京都市電開業
1913 301 日本 大津 大津電車軌道(現 京阪石山坂本線)開 業

1913 629 日本 函館 馬車鉄道を電化 して函館水電(現 函館市交)開

業(1927年 太湖汽船 と合併して琵琶湖鉄道汽船

と改称、1929年京阪に統合)

1913 901 日本 富山 富山電気軌 道(現 富山地 方鉄道)開 業(1920年

富山市に移管、1943年 富山地方鉄道に統合)

1915 621 日本 阪堺電気軌道、南海と対等合併(南 海の軌道部

門に)

1915 1116 日本 長崎 長崎電気軌道開業

1917 801 日本 神戸 神戸電気鉄道、神戸市に譲渡

1918 812 日本 札幌 札幌電気軌道(現 札幌市交)
1918 日本 京都 京都電気鉄道が京都市電に統合
1919 410 日本 地方鉄道法公布(私 設鉄道法、軽便鉄道法廃止)

1920 515 日本 鉄道院を廃止 し、鉄道省を設置

1920

年代

欧米 路面電車全盛

1920

年代

後半

欧米 バス→自家用車が路面電車の乗客を奪う

1921 401 日本 横浜 横浜電気鉄道、横浜市に譲渡
1921 404 日本 いわき 好間軌道でガソリン動車営業運転開始
1921 414 日本 軌道法公布(1924.11施 行)

1921 1222 日本 福武電気鉄道(現 福井鉄道)武 生～兵営(現 神

明)間 開業

1921 日本 松山 伊予鉄道と松山電気軌道合併

1921 日本 戦後恐慌

1922 411 日本 改正鉄道敷設法公布

1922 日本 名古屋 名占屋の軌道を市営化

1923 日本 関東大震災

252



76

西暦 月 日 国 都市 事項

1924 801 日本 熊本 熊本市電開業

1925 714 日本 豊橋 豊橋電気軌道(現 豊橋鉄道)が 市内線開業(豊

橋電気鉄道は1924年開業)

1926 1125 日本 仙台 仙台市電開業

1927 1201 日本 札幌 札幌電気軌道が札幌市電気局に移管

1927 1230 日本 東京 東京地下鉄道浅草～上野間開業

1928 801 日本 新花屋敷温泉土地会社の無軌条電車開業

1930 1223 日本 新湊 越中鉄道新湊港線開業(1943年 富山地方鉄道に

統合、現万葉線)

1931 満州事変

1932 日本 京都 都市交通 と して最初の トロ リーバ ス開業(戦 時

中に名古屋 、戦後に東京 、川崎 、横浜 、大阪で

開業)

1933 503 日本 大阪 大阪市営高速鉄道(地 下鉄)梅 田～心斎橋間開

業

1933 1015 日本 福井 福武電気鉄道福井新～駅前(現 福井駅前)間 の

軌道線開業

1935 ア メ リカ ニ ユ ー ヨー ク PCC(President'sConferenceCommittee)車

運 転 開 始(そ の 後 の 電 車 の 基 礎 と な っ た 新 性 能

電 車)

1937 日中戦 争(～1945)

1938 401 日本 陸上交通事業調整法公布

1939 第二次世 界大戦(～1945)

1940

～50

年 代

ア メ リカ 路 面電 車の廃lb

1940 日本 陸運統制令公布

1941 704 日本 帝都高速度交通営団設立

1941 太平洋戦争(～1945)

1942 302 日本 九州電気軌道が小倉電気軌道を合併

1942 401 日本 松山 伊予鉄道電気の鉄道部門が独立して伊予鉄道設

立

1942 712 日本 高知 土佐電 気、土佐バスと共に高知鉄道 に統合 され 、

土佐交通 に変更

1942 922 日本 西日本鉄道設立(九 州電気軌道、九州鉄道、博

多湾鉄道汽船、福博電車、筑前参宮鉄道が合併)

1943 1101 日本 道南電気軌道(旧 函館水電)、函館市交通局に

譲渡

1943 1101 日本 鉄道 省 ・逓信 省を廃 止 し、運輸 通信 省を設 置

1944 1013 日本 川崎 川崎市電開業

1945 519 運輸通信省改組、運輸省に改める

1945 801 福武電気鉄道 と鯖浦電気鉄道が合併して福井鉄

道設立(1941年 福武電気鉄道は南越鉄道(武 岡

軽便鉄道として設立)を 合併)

1945 815 敗戦

1945 920 日本 RTO(占 領軍鉄道輸送事務所)設 置
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戦後 イギ リス ・

フ ラ ン ス

路面電車の廃止

1945
～60

日本 ルー ラルな事業体 ・線区の淘汰

1947 503 日本 日本国憲法公布

1948 410 日本 高岡 富山地方鉄道高岡軌道線開業

1948 603 日本 高知 土佐交通が南海鍛圧機に吸収 され、土佐電気鉄

道に変更

1948 1220 日本 日本国有鉄道法公布

1949 601 日本 日本国有鉄道発足

1950 1023 日本 加越能鉄道設立(富 山地方鉄道加越線を譲渡、
1972年加越線廃止)

1950 1117 日本 福井 福井鉄道本町通り(廃止)～ 田原町間開業

1950 朝鮮戦争

1951 4 西 ドイツ ハ ノー フ アー 最初の デュヴァク車採用(全 長14.1m定 員96名)

1951 サンフランシスコ講和条約 、日米安全保障条約

1952 401 日本 RTO廃 止

1955

.1

日本 路面電車最盛期

1955 日本 運輸省に都市交通審議会設立

1956 321 日本 筑豊電気鉄道開業

1956 西 ドイツ デュ ッセル ドル フ、

ボ ー フ ム

デ ュヴ ァク車の2車 体連接車 登場(全 長19m定

員181名)

1956 西 ドイツ デュ ッセル ドル フ デ ュヴ ァク車の3車 体 連接車登場(全 長25.6m

定員248名)

1957 日本 名古屋 名古屋市営地下鉄開業

1957 日本 東京 東京都営懸垂線開業(上 野動物園内モノレール)

1959 日本 高岡 富山地方鉄道高岡軌道線を加越能鉄道に譲渡

1959 日本 東京 東京都軌道敷内自動車乗り入れ解禁

1960 1204 日本 東京 東京都営地下鉄一号線と京成電鉄の直通運転開

始

1960

年代

中頃

米 ・英 ・仏 ほとんどの都市で廃止

1960

年代

中頃

ア メ リカ 新 交通 シス テ ム(AGT:AutomatedGuideway

Transit)の 開 発 開 始

1960

～70

日本 巨大都市東京の モーダルシフ ト

1960 日本 大阪 大阪都心部の交通マヒ

1960 日米安全保障条約改正

1961 日本 高度経済成長政策開始

1963 6 日本 広島 軌道敷内自動車乗り入れ解禁

1963 716 日本 名神高速栗 東IC～ 尼崎IC71.1km開 通(日 本初の

高速道路)

1964 229 日本 鉄道建設公団法公布
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1966 オー ス トリア ウ ィー ン 路面電車の都心部地下化(地 下鉄化を想定)

1966 日本 姫路 姫路市営 モ ノレール開業(1979廃 止)

1966 日本 横浜 大船 ～横浜 ドリーム ラン ド間 開業(桁 にひ びが

入 り1年 で休止)

1967 西 ドイツ エ ッ セ ン 小断面 トンネルによる市内電車の地下化

・・: 西 ドイツ ケル ン 小断面 トンネルによる市内電車の地下化(旧 市

内全線地下化、郊外部は専用軌道化)

・ ・: イギ リス 運輸法(公 共 交通機 関の整備 ・強化)、70年 代

ロン ドンを除 く大都市圏 に旅 客交通営団PTE

(PassengerTransportExecutive)を 設立

・ ・: 神戸 神戸高速鉄 道開業、設備 のみ使用 させ て阪急、

阪神、神戸電鉄、山陽の4社 が相互乗 り入れ

1969 223 日本 高知 土佐電鉄全面広告車運転

1969 509 日本 日本国有鉄道財政再建促進特別措置法公布 ・施

行

1969 1201 日本 広島 広島電鉄ワンマン運転開始

1969 日本 大阪 人阪市電全廃

1970 401 日本 高知 土佐電鉄ワンマン運転開始

1970 625 日本 岐阜 美 濃町線 新 岐阜 駅乗 り入れ 用 と して 、田 神線

(1.4km)建 設

1970

年代

西 ドイツ 路面電車改良政策(輸 入石油に頼らない)

1970

年代

ア メ リカ LRT開 発 開始

1970

:1

日本 7大 都市の敗退

1970 日本 大船～湘南江の島 湘南 モ ノレール開業

1970 日本 日本万国博覧会開催

1971 228 日本 長崎 長崎電気軌道兼業のバス部門を長崎バスに譲渡

し、路面電車一本化

1971 831 日本 高岡 加越能鉄道米島口～伏木港間廃止

1971 日本 神戸 神戸市電全廃

1971 日本 札幌 ゴムタイヤによる案内軌条式地下鉄開業

1971 日本 広島 再び軌道敷内自動車乗り入れ禁止

1972 日本 東京 荒川線を除く都電全廃

1972 日本 横浜 横浜市電全 廃(都 市交通 と して トロ リーバス全

廃)

1972 日本 神戸 神戸市営地下鉄開業

1972 日本 都市モノレールの整備の促進に関する法律施行

1972 日本 沖縄復帰、日中国交回復、田中角栄 「日本列島

改造論」発表

1974 日本 名古屋 名古屋市電全廃

1974 日本 札幌 札幌市電現行路線を除き廃止

1974 ア メ リカ モ ル ガ ン タ ウ ン

(ウ ェ ス トヴ ァー

ジニ ア 州)

初の新交通 システム開業
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1975 フラ ンス 8都 市 LRT導 入を決定(石 油 シ ョック後の 省エ ネル

ギー対策)

1975 日本 山陽新幹線全通

1975 日本 沖縄海洋博 会場でKRTシ ステ ム(日 本初 の新

交通システム)運 転

1976 日本 国鉄営業蒸気機関車の使用を全面中止

1976 日本 仙台 仙台市電全廃

1977 416 日本 宮崎浮上式鉄道実験センター開所

1977 804 日本 長崎 長崎電軌電車一日乗車券発売

1977 1227 日本 阪神電気鉄道が軌道から鉄道に転換

1977 ア メ リカ ボス トン グ リー ン ・ラインに初のLRV登 場

1978 310 日本 京阪電気鉄道、阪急電鉄が軌道から鉄道に転換

1978 4 カナダ エ ドモ ン トン 交通 システムと して初のLRT開 業(自 動車 と

走行路 の分離を図った高速指向)

1978 日本 新東京国際空港開港

1978 日本 京都 京都市電全廃

1978 日本 運輸省、日本鉄道技術協会を開発主体として 「軽

快電車開発委員会」を発足

1978 日本 熊本 路面電車初の冷房車導入

1979 211 日本 福岡 西鉄福岡市内線全廃

1979 711 日本 高知 土佐 電鉄風鈴電 車運転(以 後 、カ ラオ ケ電車 、

ミュー ジック電 車、 トロッコ電 車、 ビアホール

電車 などを運転)

1980 8 日本 国鉄の累積赤字6兆 円を超える
・'1 1102 日本 北九州 西鉄北九州線魚町～北方間廃止
・'1 1201 日本 阪堺電気軌道、南海の軌道部門より独立(平 野

線は廃止)
':1 1227 日本 国鉄経営再建促進特別措置法公布
・'1

以 降

日本 地方都市での適者生存

1980 イギリス ニ ュ ー カ ッス ル Tyne&WearPTEがLRT開 業

"1 日本 広島 日本初の軽快電車登場

1981 205 日本 都市 交通 として初の 新交通 システム、神戸新交

通 「ポー トライナー」開業

1981 410 日本 運輸大臣、国鉄申請の地方交通線175線(10161.3km)

を承認

1981 918 日本 運 輸大 臣 、国鉄 の第 一次 特定 地方 交通 線40線

(729.1km)を 承認

1981 カナダ カ ル ガ リー LRT開 業(都 心部 での短距離移動 指向、 トラ

ンジッ トモ ール導入)

1981 アメ リカ サ ンデ ィエゴ

(カリフォルニア州)

LRT開 業(都 心部 での短距離移動指 向、 トラ

ンジ ッ トモール導入)自 動車 と走行路 の分離 を

図 った高速指向)

1981 日本 京都 京都市営地下鉄開業

1981 日本 福岡 福岡市営地下鉄開業

1982 623 日本 大宮～盛岡 東北新幹線開業
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1982 730 日本 第二次臨時行政調査会、国鉄 「分割 ・民営化」

の提言を含む基本答申を政府に提出

1982 1115 日本 大宮～新潟 上越新幹線開業

1982 1128 日本 広島 広 島電鉄 ドル トム ン ト市か ら購 入 した3連 接車

運転

1982 日本 豊橋 井原 ～運動 公園前(0.6km)開 業

1984 401 日本 三陸 鉄道盛岡 ～久慈、宮古 ～久慈間開業(第 一

次 特定地方交通線 の第 三セク ター鉄道への転換

第 一号)

1984 601 日本 長崎 長崎電軌 運賃100円 に値 上 げ(以 後 、全線均 一

料 金ワ ンコイ ン堅持)

1984 622 日本 運 輸 大臣 、国鉄 の 第二次 特定 地 方交 通線27線

(1540.4km)を 承認

1984 ス イス ジ ュ ネ ー ブ 部分低床車導入

1985 フランス ナン ト LRT開 業

1986 1204 日本 国鉄改革関連五法、鉄道事業法公布

1986 ア メ リカ ポ ー トラ ン ド LRT開 業

1987 401 日本 国鉄分割 ・民営 化(JR発 足)

1987 フ ランス グル ノーブル 低床 車 を導入 したLRT開 業(人 中心の街づ く

り提唱)

1988 313 日本 青函 トンネル開通

1988 410 日本 本州四国連絡橋(瀬 戸大橋)開 通

1990 808 日本 高知 土佐電鉄 シュ ッツ ッ トガル ト市電 の2両 連接 車

運 転(以 後 、 リスボ ン、 オスロ、グ ラーツ市電

の車両 を運転)

1990 年代 全低床車

1991 319 日本 JR東 日本、京成電 鉄、成 田空港 乗 り入れ

1991 514 日本 信楽高原鉄道列車衝突事故

1991 620 日本 東北 ・上越新幹線東京駅乗入れ開始

1992 701 日本 山形新幹線開業

1994 フ ランス ス トラ ス ブ ール LRT開 業

1997 1012 日本 京都 京阪京津線京都市交東西線と相互乗り入れ開始

(京阪三条～御陵間廃止)

1997 12 京都会議COP3

1997 801 日本 熊本 口本初の低床車熊本市交9700形導入

1997 オー ス トリア ウ ィ ー ン 床 面152mmの 低床車導入

1997 日本 建設省による路面電車走行空間改築事業開始(適

用第一号豊橋)

1998 219 日本 豊橋 豊橋鉄道の駅前電停がJR豊 橋駅前広場へ移設(こ

れ に伴 い路線 が150m延 伸)

1999 331 日本 名古屋鉄道美濃町線新関～美濃間廃止(長 良川

鉄道関駅構内に連絡駅新設)

1999 609 日本 広島 低床車広島電鉄5000形 導 入

2000 517 日本 交通バ リアフ リー法施 行(11.15施 行)

2000 1126 日本 北九州 西鉄北九州線廃止

2001 1 日本 運輸省、建設省などが国土交通省に統合
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2002 401 日本 万葉線第三セクター化(加 越能鉄道より譲渡)

2002 115 日本 鹿児島 低床車鹿児島市交1000形導入
2002 319 日本 松山 低床車伊予鉄道2100形導入
2002 610 日本 高知 低床車土佐電気鉄道100形導入

2002 705 日本 岡山 低床車岡山電気鉄道100形導入

以下の資料より著者作成

A:老 川慶喜(1996)『 日本史小百科近代鉄道』,東 京堂

B:RACDA(路 面電車 と都市の未来 を考 える会)(1999)『 路面電車 とまちづ くり』,学 芸 出版社

C:青 木栄一(2002)「 路 面電車 の復権 」地理47(6),pp.55-63

D:運 輸省(2000)『 運輸 白書』,大 蔵省印刷局

E:里 田啓(1995)「 世界のLRTフ ル ・コース[第2回]」 鉄道車両 と技術1995-9 ,pp.42-45

F:曽 根悟(1998)「LRTとLRV」 運輸 と経済58(3),pp.51-59

G:佐 藤信之(1997)「 ヨーロッパ にお けるLRT文 化の生成」運輸 と経済57(11) ,pp.65-76

H:和 久田康雄(1981)『 日本の私鉄』,岩 波 新書

1:今 尾恵介(2001)『 路面電車一未来型都市交通への提言』,ち くま新書

J:原 口隆行(2000)『 日本の路面電車1現 役路線編』,JTB
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Abstract

LRT(LightRailTransit)ismediumtransportcapacityandthetransportation

facilitiesinarailsystemestablishedbasedonthecityplanning(transitmalls

andTDMpolicysuchaspark&ride)orientedpublictraffic.Itwasusefulto

revitalizationofcentertownarea,theenvironmentalmeasure,andthemeasure

againstwelfarebyintroducingLRTinStrasbourg,Freiburg,andPortland.The

cityintroducedasamodelisincreasingintheworld.Thereisnointroductory

exampleinJapananditisnecessarytoadvanceexamination,fromnowon.

ThispaperpresentedthetrendofresearchontheLRTandtransportofthe

city.BecauseitisnecessarythatLRTisintroducedinJapan.
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